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研究の背景と目的
　建設現場では，作業員の良好な作業環境の維持や周辺住民の生活環境保全の観点から，様々な粉じん飛散防止対策や法面侵食防止対策が
講じられている。一般的な対策として，散水や養生シートなどの対策があるが，効果持続期間が短期的，設置撤去が煩雑などの課題がある。粉
じん飛散防止材の散布は施工方法が簡易で効果の持続期間が長いという特長があり，耐候性が高い材料や，生分解性の高い材料が存材する。
MAKフォーマー®.20はこれまでなかった，耐候性，生分解性の機能を兼ね揃えた被膜形成型の粉じん飛散防止材である。本報告では，屋外実
験において既存の材料と比較し，長期的な粉じん飛散防止効果および法面の侵食防止効果を確認した。

研究の成果と活用
　屋外試験場において，MAKフォーマー®.20の約半年間の粉じん飛散防止効果や長期間の侵食防止効果について定量的なデータを取得し
た。その結果，散布後180日の粉じん濃度は同期間の既製品の粉じん濃度と比較して約1/18と高い粉じん飛散防止効果を確認した。また，侵
食土壌量は散布後約4ヵ月後まで既製品と同じくほとんど認められず，侵食防止効果を有することを確認した。住宅地に近い造成現場や盛土
および仮置き土などの粉じん対策や法面の侵食対策の課題を抱える現場に適用していくことを目指すとともに，今後の技術提案にも活用して
いきたい。

研究手法
　屋外ヤードにおける粉じん飛散防止実験は，鹿島建設技術研究所に隣接した調布市飛田給の自社用地において，27m2（1区画：3ｍ×3ｍ）
の非走路の屋外試験を約半年間実施した。各試験区の粉じん飛散防止効果は，送風機を用いて粉じんが発生する規定の風速を与えるように制
御した上で，各試験区から発生する粉じん濃度を建設機械の稼働に係る粉じん基準で評価した。一方，法面侵食実験は現場の法面85.5m2（1
区画：5.7ｍ×4.9ｍ）を活用して約4ヵ月間実施実施した。地上レーザースキャナーを用いて三次元点群測量（3Dデータスキャナー）を行い，取
得したデータからコンター図を作成し，初期観測データと各回の観測データとの差分量から侵食した体積（侵食土壌量）を求めた。また，法面
の土壌被膜をポータブル摩擦計により測定し，経時的な被膜の劣化状態を接触面の滑りにくさの指標となる静止摩擦係数（μ）で評価した。
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屋外試験における経時的な粉じん濃度
Dust Concentration Over Time on Field Test 

法面侵食のコンター図
Contour Map of Slop Erosion 
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建設機械の稼働に係る粉じん基準
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